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パインアップルに関するガット受け入れ,栄

の自由化要求と沖縄 を含む日本農業に対する攻

勢には厳 しいものがある.この様 を中で,沖縄

を含めた南西諸島のサ トウキビを中心とした農

業においては,生産コス ト低減への要求は今後

増大することは間違いか ).コス ト低減の方策

として機械化 ･大規模化 も考 えられるが,土地

生産性の改善を通 した解決法 も充分に検討 され

る必要があろう.気象環境の類似 した台湾 にお

いては,高度に集約化 したサ トウキビ輪作農業

が宮をまれていることは良 く知 られている.ま

た,近年においては,台湾からの冬春期野菜類

の日本向け出荷 が増大 し,南西地域農業の強力

な競争相手として動 き出 しつつある.

本調査 においては,以上のようを手本に与る

ような正 と,競争相手という負の両面を持つ台

湾農業の実態 を,中南部のサ トウキビ野菜生産

地域 を中心に,研究機関,出荷組織 ,生産組織,

生産農家を含め調査 した.調査 日程は表 1に示

した通 りである.

表 1 調 査 日 程

月 日 旅 行 日 程 調 査 地 調 査 内 容

12/1 沖縄一一台北 中 琉 協 会 現地調査の打ち合せ

12/2 台北一台中 中 興 大 学 中興大学で資料収集と研究現状の調査

12/312/412/5 台 中台 中台中一台南 台湾省農業試験場 台湾省農業試験場 .種苗改良繁殖域で資料

台 湾 省 種 苗 改 良繁 殖 揚台中区農業改良場 収集と研究現状の調査台中区農業改良場で資料収集と研究現状の

彰化県渓湖農生種苗､彰化県展全市場 ､永 請 郷 農 会商 投 県 福 亀 調査､生産農家の実状調査生産農家の実状調査

12/6 台 南 成 功 大 学 台湾農業工程学会出席

12/7 台 南 台湾省糖業試験場 主にサ トウキビの成熟促進剤についての資料

12/812/9 台 南台南-高雄 ア ジ ア疏 莱 研 究 夏貯莱 .豆科植物についての資料収集と意見

セ ン タ ー の交換

農有種苗有限公司 夏野菜の育種状況の調査､生産農家の実状調
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高雄 ･厨東

高雄-台北

台 北

台北-沖縄

府 来 県 九 如 市 場

台湾省鳳山試験場

高 雄 県 路 什 疏 菜

生 産 合 作 社

台北市第-果菜市場

行政院農業委員会
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パイン､パパイヤ､マンゴ等熱帯果樹にかん

する資料収集､生産農家の実状調査

中央卸売市場の実状調査

台湾農業の行政的側面に関する意見交換

まず今IuJの調査で人-l'--の日程 を費やした園芸

関係に-)いて,2- 3のことを記しておきたい.

沖縄農業において台湾農業が種々の面から紹

介 され,･憧憧化 されている.著者も過去数回,

主にサ トウキビ関係の調査で台湾農業を見る

機会があり,その時に園芸作についても少 し触

れ,ある憧れを抱いていた.従って,今回の企

画は,台湾農業の特に園芸作についてそのポテ

ンシャルをより深 く知 りたいということでもあ

った.この様な中で,研究という面については,

其那寺はずれの点が多かった.というのは調査 を

進めていく中で.商品化 されている品種の大半

が日本から導入されているものであり.和 琴独

臼で改良育成されたものが少をいという点が判

明したためである.つまV).技術の根本的なソ

ースは台湾にはをい.沖縄農業が園芸作におい

て台湾を参考にする場合は,この点を充分に考

慮すべきであろう.

前段では,台湾農業について少 し厳 しすぎる

評価を卜したが.また別の面では大いに学ぶべ

き所もあるように.tiJ,ラ.例 えば,現在,台湾に

おいても今まで不可能とされていた日本種梨の

栽培がIDl一能になっている.そのポイントは.台

湾在来の野生種の梨 を台木にして日本種梨を接

き木 して可能にな-)たということである.また.

巨砲種の葡萄が栽培 されて年 3回の収稽が行わ

itている.つまり.技術の根本的なソースは日

本に依存 しながら.在来の能力を活用 し.台湾

の技術として完成 して行 くことには全く感服さ

せられた.そこには,熱帯から亜熱帯という地

理的位置に在りながら,高山地帯 を有 し温帯 ･

寒帯までの気候帯が存在 し,その中に極めて変

化に富む植物遺伝質を持つという,台湾の潜在

的な能力を見ることができよう.さらには,創

意工夫に励む台湾農民の勤勉 さも大きく関与 し

ているのかも知れをい.

試験場 を訪問する中で印象に残ったことに次

のようなこともあった.台中区農業改良場の中

に多数の楯 を飾った部屋がある.飾 られた楯は

この試験場で開発 された品種や技術が,農家の

生産に役立ったときに感謝 を込めて農家から送

られるものであるという.この楯 を鬼をがら,

実際には種々の思惑結みのこともあろうが我々

日本における状況 を反省もした.つまり,日本

における公的機関の研究者は学会や政府の機関

から感謝状或は賞をもらう機会はあるが,農家

から感謝状をもらうことはまずあるまい.そし

て,私も含め,何れの段階の研究者もこの様な

賞を有難いと感 じるのである.そして.農家は

試験場や大学は役に立たか )と背を向ける.

次に ,生産地域で印象に残ったことを記 して

おきたい.台湾のサ トウキビや水稲作地帯 を見

ていると余り気づかない風景が,覚芸作地帯に

は現れる.つまり,ある畑は章をポリマルチ栽

培 し,隣の畑ではバナナ,そしてその隣は葡嵐

さらにはホップと畑ごとに様々を作物が栽培 さ

れている.1987年の沖縄農業研究会で沖縄の野

菜作 を考えるシンポジュウムを行ったが,その

企画調整の段階で気づいた奇妙を現象があった.

復帰後カボチャの栽培と本土向け出荷が急速に

伸び沖縄農業に明るい話題 を提供 した時代があ

った･結果としては,ニュージーランド産やメ
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される.

ここで,この報告の主旨とは異なるが自由化

に揺れるパインアップルについて少 し私見を述

べさせて頂 きたい.缶詰用パイン生産が今後厳

しく在る状況の中で青果,特に完熟パインへの

切 り替えが試みられていることは,時宜を得た

選択だと思 う.しかし,著者自らがパインアッ

プルと係わりを持つ中で,随分以前から美味 し

いパインを捜 し続けた,しかし,本島ではなか

なか美味 しいパインに出くわさをい.著者の経

験から,青果パインは母木についた状態で最小

限80%以 上黄変 (沖縄のパインは熟すると黄変

する) していることが必要である.農家にこの

様をパインを求めるとまず怪冴そうな顔 をされ

る.更に電話でお願いしておくとまずこの様を

パインは用意されていをい.つまり,生産農家

は完熟パインの意味 と味を知っているのか?と

疑いたく在るのである.前述 したように,今流

行の青果用パインは,数十年前に開発され,そ

のひとつは沖縄にもある.また.紫色のフイリ

ッピン産 ドール ･パインも沖縄産パインと殆ど

変わらないスムース ･カイエン種である.我々

が外に期待を馳せるとき,足元にあるものを忘

れてしまっているようにも思 う.この原因は我

々が現在持っているものについて,整理 された

情報を持たか ､.或は持 とうとしをいためでは

恋いだろうか?

次に,本調査のもう一つの目的であったサ ト

ウキビについて報告 したい.サ トウキビについ

ては成熟の人為的制御について情報を集めるこ

とを主を目的にした.糖業試験場の楊柏椿氏と

意見交換 を行い,同場で行われてきた試験結果

を集めることができた.今までの結論としては,

ライブニング剤 を用いた成熟制御については否

定的をようである.従って,台湾においては育

種による早熟化が取 り組まれている.議論の中

で,ハワイで効果があるエセホンは台湾では殆

ど効 き目がをく.ポラリスの方が効 き目がある

をどというライブニング剤についての基礎情報

も得ることができた.確かに,成熟の人為的制

御については今までに確固たる成果が得られて

いをい.しかし,今後サ トウキビ作の存続 と発

南方資源利用技術研究会誌

展 を計るためには育種的改良を計ると同時に人

為的制御法についても研究開発を進める必要が

あるという点については楊氏と意見の一致する

ところであった.

今回は糖業試験所のスタッフの方々と落 ち着

いた論議を交わすことができ,更に試験所内も

ゆっくりと見学することができた.世界糖価の

低迷の中で糖業試験所においてもサ トウキビの

生産コス トをいかに下げるか,或は有効利用を

いかに計るかということがもっとも重要を課題

であり,そのことに研究員の皆が取 り組んでい

る様子を身を持って感 じることができた.そし

て何よりも感心 したのはやはりこの試験所の層

の厚 さであったように思 う.

行政院農業委員会では温理仁所長と郭慶和科

長から台湾農業の全容の紹介を受け,特に温所

長からは台湾における変化に富んだ作付体系に

対する水利事業についてのレポー トを頂いた.

温 ･郭両氏との会合は予定にはをかったのであ

るが,成功大学での台湾農業工程学会で偶然に

再会 し,調査の締めくくりとして農業全般 と行

政面についての意見交換が出来たのは思いもよ

らぬ収穫だった.

以上のようを台湾における調査 を概略振 り返

ってみると,サ トウキビや水利事業或は作付体

系と言 うものについてはやはり台湾農業の伝統

と素晴 らしさを改めて認識 させらた.園芸作に

ついてみると確かに現在の沖縄が学ぶべ き側

面が多く,素晴 らしいものであった.しかし,

今後,中 ･長期的に見た場合,台湾が沖縄の先

例 としてあり続けるかという点については疑問

が残った.その最大の理由は技術の最も根本的

な開発を自ら持 ち得ていないという点である.

従って,沖縄農業の今後を展望 した場合,しば

らくは台湾に学ぶ時期が続 くであろうが,何れ

は台湾から得るものも少をく在るようを気がす

る.その時こそ真に沖縄農業が自立 して行 くこ

とが要求されるときであろう.これは10年後で

あるのかそれよりも先をのかは,にわかに予想

しがたいが,ただ言えることはオリジナルを技

術 を創造するためには基礎から応用までも含め

た多層を技術開発機構が必要なことは確かであ
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る.従って,今回の台湾農業調査の中で最も強

く印象に残ったのは,台湾の次に来る時代に向

けていま沖縄で何 を成 し,何を準備すべきかと

いう課題であった.

最後に今回の調査を行 うに当たり,沖縄県農

試園芸支場坂本守華氏,アジア野菜センター高

木洋子博士,分蜜糖工業会平良治男専務にお世

話になった.記 して感謝を申し上げたい.

更に,今回の調査では張希哲理事長初め中琉

協会の方々に本当にお世話になった.台湾は公

文書が必要なところである.計画を作 り中琉協

会から公文書を発送 して頂いたおかげで,スム

ーズに調査が完了し得たのだと感謝 している.

拝に,秘書の陳宝釆嬢には感謝 したい.今後台

湾で調査 をされる方には是非中琉協会を通 して

計画されることをお進めしたい.

今回.当山会長初め南方資源利用研究会のご

理解を得て,台湾調査の旅費の一部を海外交流

活動として援助 して頂いた.記 して感謝の意を

表 したい.収集 した文献は後述のとうりで.私

の研究室に整理保管してあります.必要な方は

ご利用下さい.

収集資料

1)農業一般

1.Developmentofthesmallfarm economy

inTaiwan.2.台湾地区全図 (付農林魚牧機構

分図) 3.行政院農業委員会紹介 4.Agricul･

turaldevelopmentintheRo° onTaiwan･A

graphicpresentation-5.Briefingmaterial;

AgricultureintheRo° onTaiwan6.Farm

LandReform inRo° onTaiwan 7.The

secondstage;FarmlandReform Program

2)作物栽培技術指導書

1.十字花科読菜採種技術 2.葡萄栽培及産

期調節技術 3.優良柑橘種苗生産技術 4.玉

米及高梁社交種子生産興収穫処理技術 5.読

菜研究及生産改進 6.台湾主要産菜虫害興防

治 7.瓜類作物之病害興防治 8.農友種苗

1987/1988 9.農友種苗公司簡介 10.園芸

之友 10.1987.10 ll.現代香石竹切花生産

技術 12.花井保鮮技術 13.種苗専刊 14.

玉米虫害 15.便乗虫害 16.牧草的栽培利用

17.大豆栽培 18.馬鈴薯生長輿温度関係図

19.技術指導書刊行一覧

3)ライブニング剤関係

1.Effectsofaerialsprayingwithpolaris

onsucroseenhancement,growthandyieldof

sugarcane. 2.Efectsofembarkandethrel

onsugarcanequality,yield and ratoonrep

growth.3.Effectofplantgrowthregulators

on sugarcaneproductioninTaiwan.4.

Studiesonthegrowth,maturityandyieldof

short･term sugarcaneinTaiwan. 5.参加植

物生長調節剤在農業上之応用研討会報告 (上).

6.世界主要薬園成熟問題及成熟剤之応用

4)大学関係

1.Genera一infornmation;NationalChung

HingUniversity.2.NationalChumHing

University,CoHegeofAgriculture,

5)試験場関係

1.AVRDC,Soybeanevaluationtrial(ASE

T).1980-1981.2.AVRDC,Progress Re･

portSummaries.1985.3.1985AVRDCHigh-

lights.4.Soybean in tropicaland subtrl

opicalcroppings.vstems.5.Introductionto

Tainandistrictagriculturalimprovement

station.6.introductiontoTaichundistrict

agriculturalimprovementstation.7.Intro･

ductiontoTaiwanAgriculturalResearchIn･

stitute.8.鳳山熱帯果樹試験分所簡介 9.台

中区農推専訊一水耕栽培-10.Taiwan sugar

researchinstituteannualreport1986-1987.

ll.ResearchanditsmanagementattheTaト

wansugarresreachinstitute.12.theTai･

wansugarindustry･Abriefhistoricalaccount.

13･ThisisTSIPS (種苗改良繁頼場紹介).

6)水利関係

1･BriefintroductionofChia-Nan irriga-

tionassociation･2.Irrigationmanagement

fordiversifiedcroppinginTaiwan,ROC.

3.台湾水利 35巻 4号.

7)市場及び野菜生産組合

11台北農産運輸股分有限公司簡介 2.高雄
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県路竹 ･莱生産合作社簡報 3.Briefintro-

ductiontoLutzu vegetableproduction and

marketingcooperative.

8)統計資料

9)中琉協会

1.中琉文化経済協会第 5回会員大会会務報告

(1987) 2.中琉文化経済協会農業合作委員会

委員名冊 3.中琉文化経済協会概況 4.中

華民国の基本統計資料 5.中国の統一と世界

の平和 (日本語) 6-.スライドによる中華民国

の紹介 7.台湾旅遊指南 8.中華民国概観

9.月刊霞が関 中華民国 (日本語)10.金融

と人-中華民国特集- (日本語)
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